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★★☆☆☆☆☆☆☆☆☆

令和３年度 ２０２１年７月８日 自分で考える力を育てる 【笑顔あふれる学校】

★ みんなが ゲートキーパー プロジェクト ★
ゲートキーパー（Gatekeeper）とは、身近な人の危険を示すサインに気づき、その人の

話を受け止め、必要に応じて専門相談機関につなぎ、見守る人のことです。

ＮＰＯ法人日本ゲートキーパー協会では、『みんながゲートキーパープロジェクト』として

「味方になりきるコミュニケーション」の普及を進めています。

そこで、玉村中学校でも、「笑顔あふれる学校」「心穏やかな学校」「主体的な学校」で「自

分で考える力」を育むために、このプロジェクトに参加しました。

令和３年７月７日（水） ２～６時間目 玉村中地域交流スペース
【ゲストティーチャーは……】

ＮＰＯ法人日本ゲートキーパー協会（株式会社ラポール企画）
大小原利信 (だいこはらとしのぶ) 先生・木村先生・若林先生

玉村中学校 ２年生 ５クラス １５０人が受講しました。

生徒の感想から

○心が「晴れているとき」と「晴れていないとき」で、言われて嫌なことが全然違うんだということがわか

りました。

○友達の気持ちや状況に合わせて言葉を選ぶこと、そして、どんな言葉をかければその友達が嬉しい気

持ちになれるかを、よく考えたいと思いました。

○相手が落ち込んでいるときは、自分が言われて少し気持ちが楽になる言葉を言ってあげるようにして

いきたいです。

○改めて、自分の考えていることと相手の考えていることは違うんだということを学びました。今日から

はそれを意識して生活していきたいです。


